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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅰ．前期決算概要及び今期計画
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-１．決算サマリー

2005年3月期
2006年3月期項　　　目

売上高（千円）

経常利益（千円）

当期純利益（千円）

研究開発投資（千円）

総資産（千円）

純資産（千円）

発行済株式の総数（株）

一株あたり純資産額（円）（注３）

一株あたり当期純利益（円）（注４）

経常利益率（％）

自己資本比率（％） （注１）

（予想値）（注２） （実績）
対前年度比

比

１，１４５，６４４

８６，９７７

５４，８０５

６９，３６２

１，７５２，３２８

１，３５９，３７６

１３，６００

９９，９５４．１４

４，０２９．８３

７．６

７７．６

７５０，０００

△２５０，０００

△２６０，０００

１３０，０００

－

－

－

－

－

－

－

７５９，８７７

△２６２，６８８

△２７２，３８３

１５０，２０５

１，３５３，２１５

１，０８６，９９２

２７，２００

３９，９６２．９７

△１０，０１４，１０

△３４．６

８０．３

１０１％

－

－

１１６％

－

－

－

－

－

－

－

６６％

－

－

７７％

８０％

－

４０％

－

－

１０３％

（注１）自己資本比率も高く、財務状況的に問題はない
（注２）予想値は、平成１８年２月２３日に公表した平成１８年３月期業績予想修正数値である。

（注３）一株あたり純資産額 ：中間期末純資産／中間期末発行済株式数
（注４）一株あたり当期純利益 ：中間期純利益／中間期中平均株式数
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Ⅰ-２．業績推移（５年間） 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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Ⅰ-３．事業区分別業績 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（金額単位：百万円）

－－０.０－０.６バイオインフォマティクス

７６％５９％４４９.６５２％５９３.０計

５６％４１％３１０.３４８％５５２.０計

２０９％１６％１１８.６５％５６.７一般機器

７５％３０％２２６.３２７％３０３.７一般（受託解析）

日立ソフト

開発機器

汎用チップ

【説明３】４４％２０％１４９.３３０％３４０.３

６６％１００％７５９.９１００％１,１４５.６合　計

【説明２】

【説明１】　

説明

９３％２４％１８１.７１７％１９６.０

商品販売
事業

３４％１１％８４.０２２％２４８.３
研究受託
事業

比率売上高比率売上高

対前年比

(％)

2006年3月期2005年3月期
項　　　目

【説明１】
　 業務分担の明確化により、チップ関連の開発はＤＮＡチップ研究所が対応することになり、これに伴い日立ソフト
　　からの研究受託費が対前年度比３４％（８４百万円）と大幅に減少。
　　一方、受託解析は製薬会社等の大口顧客に対して、治験支援や高感度チップによる受託解析サービスの提案　
　　活動を積極的に進めてきたが、受注までは結びつかず対前年度比７５％（２２６.３百万円）と減少。

【説明２】
　 AceGene(Human Oligo30K,Mouse Oligo30Kon one chip)等オリゴチップの販売は、対前年度比９７％

　　（１７８百万円）とほぼ前年並み。一方ｃDNAチップは前年度比５２.％（７百万円）と大幅に減少。　　　　
【説明３】
　 業務分担の明確化により、開発機器等日立ソフトの開発した機器の販売は日立ソフトが担当。このため開発機　
　　器の売上が対前年度比４４％（１４９.３百万円）と大幅に減少。

【説明１】
　 業務分担の明確化により、チップ関連の開発はＤＮＡチップ研究所が対応することになり、これに伴い日立ソフト
　　からの研究受託費が対前年度比３４％（８４百万円）と大幅に減少。
　　一方、受託解析は製薬会社等の大口顧客に対して、治験支援や高感度チップによる受託解析サービスの提案　
　　活動を積極的に進めてきたが、受注までは結びつかず対前年度比７５％（２２６.３百万円）と減少。

【説明２】
　 AceGene(Human Oligo30K,Mouse Oligo30Kon one chip)等オリゴチップの販売は、対前年度比９７％

　　（１７８百万円）とほぼ前年並み。一方ｃDNAチップは前年度比５２.％（７百万円）と大幅に減少。　　　　
【説明３】
　 業務分担の明確化により、開発機器等日立ソフトの開発した機器の販売は日立ソフトが担当。このため開発機　
　　器の売上が対前年度比４４％（１４９.３百万円）と大幅に減少。
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-４．顧客別売上高比率

２００５年３月期２００５年３月期 ２００６年３月期２００６年３月期

３８％

５０％

１２％
【 日立ソフト 】【 販社 】

【 直販 】

２０％

５８％

２２％

【 日立ソフト 】【 販社 】

【 直販 】

ＳＩ事業者 ：㈱野村総研ほか研究所、食品会社等バイオ関連情報機器直販

販社 ：理科研㈱、和研薬㈱

ほか
大学、研究所、製薬
会社等

受託解析サービス、受託チップ、汎用チップ、
ライフサイエンス機器

販売会社

＊：研究受託は日立ソフトか
ら受託

大学等ライフサイエンス機器、

研究受託＊
日立ソフト

備　考顧　客売　上　内　容販売ルート

治験等における受託解析民間企業ほか受託解析サービス、受託チップ、汎用チップ直販

販社 ：理科研㈱、和研薬㈱

ほか
大学、研究所、製薬
会社ほか

受託解析サービス、受託チップ、汎用チップ、
ライフサイエンス機器

販売会社

＊：研究受託契約による日立ソフト研究受託＊日立ソフト

備　考顧　客売　上　内　容販売ルート
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Ⅰ-５．前期決算ハイライト 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．売上高対前年度比６６％
　１．１ 日立ソフトからの受託研究費が対前年度比３４％

　
　１．３ 汎用チップの売上が対前年度比９３％

　　・業務分担の明確化により、チップ関連の開発はＤＮＡチップ研究所が対応することになり、これに伴い日
　　　立ソフトからの研究受託費が減少

　　・ AceGeneも商品化後４年を経過し、性能、価格面での他社優位性が無くなってきている。
　　・チップ市場は拡大しているが、需要が網羅型チップから、バイオマーカーの探索を目的とした
高感度チップや抗体チップ等へ広がっている。

２．経常利益△２６２百万円
　　 ・国の公募の採択が７月～９月末ということで、採択までの期間は自社で対応せざるを得ない状況と
　　　 なり、研究費の増加により収益を圧迫した。
　 ・売上高の低下、特に利益率の良い研究受託、受託解析サービスの売上高が予想値を大幅に
　　 下回ったため、売上高総利益が大幅に減少した。

　
　１．４ 開発機器の売上が対前年度比４４％、一般機器の売上が対前年度比２０９％

・業務分担により、日立ソフトが開発した開発機器の販売は日立ソフトが販売を担当。弊社は、
チップ販売にともなって受注する他社機器等の販売を推進

　１．２ 受託解析サービスの売上は対前年度比７５％
　　・製薬会社等の大口顧客に対して、ＭＰＥＸ＊等の新技術による治験支援やﾊﾞｲｵﾏｰｶｰの探索を目的とした
　　　高感度チップによる受託解析サービスの提案活動を積極的に進めてきたが、受注までは結びつかず、
　　　対前年度比７５％（２２６百万円）と減少。
　 　（注＊）ＭＰＥＸ（Multiple Primer Extension on a Chip）：高感度遺伝子検出法でﾊｲﾌﾞﾘ時間の短縮、微量ｻﾝ
　　　　　　　ﾌﾟﾙ、可視化が可能等のﾒﾘｯﾄがある。
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-６． 前期赤字転落の主要因
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-７．今期計画

３２４５０，０００１５，４１６設備投資（千円）

－０－経常利益率（％）

－０－営業利益率（％）

８０１２０，０００１５０，２０５研究開発投資（千円）

－０△２７２，３８３当期純利益（千円）

－０△２６２，６８８経常利益（千円）

－０△２６４，２６３営業利益（千円）

１３２１，０００，０００７５９，８７７売上高（千円）

対前年度比
（％）

２００７年３月期
予想

２００６年３月期
実績項　　　　　目

■　売上高　　　 ：　研究受託事業　→ ProbeBankを核にした受託チップ受注増加、及び新型チップ製品を用いた大学、　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 研究所や製薬会社からの受託解析サービスの増加（３１０百万円→４９０百万円）

　　　　　　　　　　　 商品販売事業　→ 新製品販売開始に伴う汎用チップ売上増加（１８２百万円→２７０百万円）

　 開発機器・一般システム等粗利率の低い商品販売からの転換による売上低下

■　営業利益　 ： 研究受託、受託解析サービス比率の増加による利益増加。研究投資額は前年度並み
■　研究開発投資 ：　【２００６年３月期主な研究開発投資内容】
　　　　　　　　　　　　　（１）大阪大学、千葉大学とのがん診断チップ開発
　　　 　　　　　　　　　　　　大学内病院及びコンソーシアム等での評価と改良
　　　　　　　　　　　　　（２）高能力チップの開発（3D-Gene Human、Mouse、パスウェイ解析用等）
　　　　　　　　　　　　　　　 産業技術総合研究所、住友ベークライト、東レ等との共同開発による高能力新型チップの製品化
　　　　　　　　　　　　　（３）血液による生活習慣病、免疫関連疾患診断法の研究（大阪大学、金沢大学等）

■　売上高　　　 ：　研究受託事業　→ ProbeBankを核にした受託チップ受注増加、及び新型チップ製品を用いた大学、　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 研究所や製薬会社からの受託解析サービスの増加（３１０百万円→４９０百万円）

　　　　　　　　　　　 商品販売事業　→ 新製品販売開始に伴う汎用チップ売上増加（１８２百万円→２７０百万円）

　 開発機器・一般システム等粗利率の低い商品販売からの転換による売上低下

■　営業利益　 ： 研究受託、受託解析サービス比率の増加による利益増加。研究投資額は前年度並み
■　研究開発投資 ：　【２００６年３月期主な研究開発投資内容】
　　　　　　　　　　　　　（１）大阪大学、千葉大学とのがん診断チップ開発
　　　 　　　　　　　　　　　　大学内病院及びコンソーシアム等での評価と改良
　　　　　　　　　　　　　（２）高能力チップの開発（3D-Gene Human、Mouse、パスウェイ解析用等）
　　　　　　　　　　　　　　　 産業技術総合研究所、住友ベークライト、東レ等との共同開発による高能力新型チップの製品化
　　　　　　　　　　　　　（３）血液による生活習慣病、免疫関連疾患診断法の研究（大阪大学、金沢大学等）

（対前年度比較）
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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅱ．今期業績向上に向けて
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-１．今期業績改善プラン
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-２．開発・営業体制の強化

　

　

　

　

　

　
　

　１．研究受託、受託サービス受注への集中と拡大

　　　　　■　営業体制の強化と製販一体化推進
　　　　　　・ライフサイエンス業界に精通した営業責任者の採用
　　　　　　・市場事前調査等マーケッティング強化による営業が活動し易い環境作り
　　　　　　・高性能新チップを利用した事例を基に大手製薬・食品会社への提案営業推進
　　　　　　・製販一体となったマーケッティング活動の推進と徹底（情報と戦略の共有化）
　　　　　 ・トップセールスの強化

　　　　　■　受託解析サービスの強化（試料調整～ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ）
　　　　　　・AceGene Premium、ProbeBank等による受託チップ、オリゴプローブ受注の推進
　　　　　　・受託解析の自動化による作業効率向上と、精度の向上
　　　　　　・RNA抽出から、統計解析のコンサルティングまで一連のメニューサポート
　　　　　　　（バイオ・インフォマティクス対応研究員の採用）
　　　　　　・精査チップ、抗体チップ作製等受託チップメニューの強化

　　　　　■　治験分野への積極進出
　　　　　　・これまでの実績事例を基にした治験受託作業プロトコルの提案と適用

　　　　　　・解析結果データに対するセキュリティ管理の実例紹介
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-３．収益構造の改革

　

　

　

　

　

　
　

「顧客のニーズに応える製品へ」　　　

　　■　新製品の機能向上、サービスの充実
　　　　・更なる機能向上、定量性向上
　　　 ・応用事例等の充実による顧客ニーズへの対応強化

　　■　高付加価値チップの開発と作製
　　　　・遺伝子制御のネットワーク情報であるパスウェイ解析用チップ開発
　　　　・診断チップへの発展を考慮した、少数遺伝子多数試料向けマルチウェル・
　　チップ作製

１．高収益事業への転換

２．材料・解析業務のコスト低減

　　■　チップ作製素材のコスト低減
　　　　・プラスチック基板等高性能で低価格基板の採用
　　　　・産総研との共同開発による新規高品質オリゴの採用

　　■　解析工程の自動化　
　　　　・自動化システムの導入による解析作業コストの低減
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-４．競合力のある製品の出荷（１）

AceGene® Premium Human（出荷開始：平成１８年４月）

・感度向上
　チップの基板としてS-BIO®基板※1、スポット方式としてGENESHOT®スポット方式※2をそれぞれ採用し、
　新たに開発したプロトコルを導入したことで、搭載オリゴはそのままで、従来のAceGene® と比較し、同一
　条件下で約２～５倍程度の感度向上を実現した。また、より多くの遺伝子の検出が可能になった。

・均一なスポット形状
　GENESHOT®スポット方式を採用したことにより、チップ上にスポットされたオリゴプローブ形状が均一
　になった。また、各ロット間の再現性が向上し、画像の解析がし易くなった。

・使いやすい遺伝子検索機能
　遺伝子情報検索の機能を充実させた。
　検索結果の表示に日本発のデータベースへのリンクを追加し、さらにID一括検索や、検索結果を一括
　ダウンロードできるツールなど、格段に使い易くなった遺伝子情報検索ツールを装備した。

・優れたコストパフォーマンス
　価格は従来そのままに、品質と性能および使い易さの向上を図った。

※1S-BIO®は、住友ベークライト株式会社の登録商標です。
※2GENESHOT®は、日本ガイシ株式会社の登録商標です。

・感度向上
　チップの基板としてS-BIO®基板※1、スポット方式としてGENESHOT®スポット方式※2をそれぞれ採用し、
　新たに開発したプロトコルを導入したことで、搭載オリゴはそのままで、従来のAceGene® と比較し、同一
　条件下で約２～５倍程度の感度向上を実現した。また、より多くの遺伝子の検出が可能になった。

・均一なスポット形状
　GENESHOT®スポット方式を採用したことにより、チップ上にスポットされたオリゴプローブ形状が均一
　になった。また、各ロット間の再現性が向上し、画像の解析がし易くなった。

・使いやすい遺伝子検索機能
　遺伝子情報検索の機能を充実させた。
　検索結果の表示に日本発のデータベースへのリンクを追加し、さらにID一括検索や、検索結果を一括
　ダウンロードできるツールなど、格段に使い易くなった遺伝子情報検索ツールを装備した。

・優れたコストパフォーマンス
　価格は従来そのままに、品質と性能および使い易さの向上を図った。

※1S-BIO®は、住友ベークライト株式会社の登録商標です。
※2GENESHOT®は、日本ガイシ株式会社の登録商標です。

AceGene® Premium Human（出荷開始：平成１８年４月）

・感度向上
　チップの基板としてS-BIO®基板※1、スポット方式としてGENESHOT®スポット方式※2をそれぞれ採用し、
　新たに開発したプロトコルを導入したことで、搭載オリゴはそのままで、従来のAceGene® と比較し、同一
　条件下で約２～５倍程度の感度向上を実現した。また、より多くの遺伝子の検出が可能になった。

・均一なスポット形状
　GENESHOT®スポット方式を採用したことにより、チップ上にスポットされたオリゴプローブ形状が均一
　になった。また、各ロット間の再現性が向上し、画像の解析がし易くなった。

・使いやすい遺伝子検索機能
　遺伝子情報検索の機能を充実させた。
　検索結果の表示に日本発のデータベースへのリンクを追加し、さらにID一括検索や、検索結果を一括
　ダウンロードできるツールなど、格段に使い易くなった遺伝子情報検索ツールを装備した。

・優れたコストパフォーマンス
　価格は従来そのままに、品質と性能および使い易さの向上を図った。

※1S-BIO®は、住友ベークライト株式会社の登録商標です。
※2GENESHOT®は、日本ガイシ株式会社の登録商標です。

・感度向上
　チップの基板としてS-BIO®基板※1、スポット方式としてGENESHOT®スポット方式※2をそれぞれ採用し、
　新たに開発したプロトコルを導入したことで、搭載オリゴはそのままで、従来のAceGene® と比較し、同一
　条件下で約２～５倍程度の感度向上を実現した。また、より多くの遺伝子の検出が可能になった。

・均一なスポット形状
　GENESHOT®スポット方式を採用したことにより、チップ上にスポットされたオリゴプローブ形状が均一
　になった。また、各ロット間の再現性が向上し、画像の解析がし易くなった。

・使いやすい遺伝子検索機能
　遺伝子情報検索の機能を充実させた。
　検索結果の表示に日本発のデータベースへのリンクを追加し、さらにID一括検索や、検索結果を一括
　ダウンロードできるツールなど、格段に使い易くなった遺伝子情報検索ツールを装備した。

・優れたコストパフォーマンス
　価格は従来そのままに、品質と性能および使い易さの向上を図った。

※1S-BIO®は、住友ベークライト株式会社の登録商標です。
※2GENESHOT®は、日本ガイシ株式会社の登録商標です。
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-５．競合力のある製品の出荷（２）

３D-Gene® yeast Oligo chip 6K（発売開始：平成１８年４月）

酵母全遺伝子型ＤＮＡチップ“3D-Gene® Yeast Oligo chip 6k”は、東レ株式会社と株式会社ＤＮＡチップ
研究所が共同開発した商品である。
基板には東レ株式会社が開発した「3D-Gene®」基板を、搭載するオリゴプローブには、ＤＮＡチップ研究
所が開発した「ProbeBankTM」を利用している。

＜3D-Gene Yeast Oligo chip 6Kの特長＞

　・検出部の棒状構造　
柱状構造を配列させることにより、スポットの形状を規定し、安定させ均一な検出画像を得ること
ができる。
・ビーズ攪拌
柱状構造を利用して、柱間にビーズを転がすことにより、溶液中のターゲットとプローブDNAの反
応促進を行い、感度を向上させた。
・オリゴプローブ（ProbeBank）
　　　高純度かつ、より強固にチップ基板に結合することができる特殊な構造のプローブを搭載。また、
　　 プローブの配列も遺伝子情報の精度を格段に高めることのできる特異性及び反応性の高い設
計を採用

＜性能＞
わずかなサンプルで、検出スポット９０％以上をという高感度を達成。複数のチップ間での再現性も
非常に高い。

３D-Gene® yeast Oligo chip 6K（発売開始：平成１８年４月）

酵母全遺伝子型ＤＮＡチップ“3D-Gene® Yeast Oligo chip 6k”は、東レ株式会社と株式会社ＤＮＡチップ
研究所が共同開発した商品である。
基板には東レ株式会社が開発した「3D-Gene®」基板を、搭載するオリゴプローブには、ＤＮＡチップ研究
所が開発した「ProbeBankTM」を利用している。

＜3D-Gene Yeast Oligo chip 6Kの特長＞

　・検出部の棒状構造　
柱状構造を配列させることにより、スポットの形状を規定し、安定させ均一な検出画像を得ること
ができる。
・ビーズ攪拌
柱状構造を利用して、柱間にビーズを転がすことにより、溶液中のターゲットとプローブDNAの反
応促進を行い、感度を向上させた。
・オリゴプローブ（ProbeBank）
　　　高純度かつ、より強固にチップ基板に結合することができる特殊な構造のプローブを搭載。また、
　　 プローブの配列も遺伝子情報の精度を格段に高めることのできる特異性及び反応性の高い設
計を採用

＜性能＞
わずかなサンプルで、検出スポット９０％以上をという高感度を達成。複数のチップ間での再現性も
非常に高い。
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-６．競合力のある製品の出荷（３）

＜ProbeBank™とは＞
　ＤＮＡチップを低感度のままスポット数を増やすよりも、遺伝子の活性が弱い遺伝子の検出および計測
ができる感度を持ち、既存のオリゴセットよりも特異性や再現性に優れたオリゴヌクレオチドセットの作
成をコンセプトして開発した。

プローブ評価技術

独自の
プローブ設計技術

高品質DNAによる
高い再現性

“ProbeBank”

・高品質ＤＮＡによる高い再現性
　当社と産総研では新規なアミノ化試薬の開発に成功した。
　 このアミノ化試薬の導入によって、プローブを高純度かつ迅速に供給す

ることが可能となり、溶液中ならびに基板表面におけるオリゴプローブの
　 反応効率の向上を達成した.。

・プローブの設計方法
　東京大学が開発した特異性データベースを活用し、遺伝子特異的な領

域を選択することで特異性を高めクロスハイブリの可能性をより低く抑え
ている。さらに当社と東京大学共同で開発した設計アルゴリズムを用い
て、ターゲットの濃度依存で蛍光強度が上がる配列を選択している。

・プローブの評価技術
　機械的に設計したプローブは、創立以来ＤＮＡチップ開発、受託解析メー
カーとしてビジネスを展開してきた当社がこれまで培って来た経験と技術
　 を基に構築した独自のプローブ評価手法により、全てのプローブがコン
　 セプトどおりの機能を果たすことを確認している。

＜ProbeBank™を利用したビジネスと展開＞
　 ProbeBankは、独自技術による高感度かつ特異性・再現性に優れたオリゴヌクレオチドセットで、
酵母、Human、Mouseの３種類があり、オリゴプローブの設計や作製も受託メニューとしている。
　 今後は、これを目的別チップや検診・診断チップ等に活用していく。

＜ProbeBank™とは＞
　ＤＮＡチップを低感度のままスポット数を増やすよりも、遺伝子の活性が弱い遺伝子の検出および計測
ができる感度を持ち、既存のオリゴセットよりも特異性や再現性に優れたオリゴヌクレオチドセットの作
成をコンセプトして開発した。

プローブ評価技術

独自の
プローブ設計技術

高品質DNAによる
高い再現性

“ProbeBank”

・高品質ＤＮＡによる高い再現性
　当社と産総研では新規なアミノ化試薬の開発に成功した。
　 このアミノ化試薬の導入によって、プローブを高純度かつ迅速に供給す

ることが可能となり、溶液中ならびに基板表面におけるオリゴプローブの
　 反応効率の向上を達成した.。

・プローブの設計方法
　東京大学が開発した特異性データベースを活用し、遺伝子特異的な領

域を選択することで特異性を高めクロスハイブリの可能性をより低く抑え
ている。さらに当社と東京大学共同で開発した設計アルゴリズムを用い
て、ターゲットの濃度依存で蛍光強度が上がる配列を選択している。

・プローブの評価技術
　機械的に設計したプローブは、創立以来ＤＮＡチップ開発、受託解析メー
カーとしてビジネスを展開してきた当社がこれまで培って来た経験と技術
　 を基に構築した独自のプローブ評価手法により、全てのプローブがコン
　 セプトどおりの機能を果たすことを確認している。

＜ProbeBank™を利用したビジネスと展開＞
　 ProbeBankは、独自技術による高感度かつ特異性・再現性に優れたオリゴヌクレオチドセットで、
酵母、Human、Mouseの３種類があり、オリゴプローブの設計や作製も受託メニューとしている。
　 今後は、これを目的別チップや検診・診断チップ等に活用していく。



18

Ⅲ．中期ビジョン
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-１. ＤＮＡチップビジネスを取り巻く環境

１．ユーザの増加は続いているが需要の大幅な伸びは
無い

２．ＯＧＴ特許成立により新規プロバイダーの増加に歯止
め

３．アカデミックに新需要領域が開拓されたのはmiRNA

４．感度、コストに変化は無く、
　　 搭載プローブ数の増大と
　　 カスタム化の傾向

１．ユーザの増加は続いているが需要の大幅な伸びは
無い

２．ＯＧＴ特許成立により新規プロバイダーの増加に歯止
め

３．アカデミックに新需要領域が開拓されたのはmiRNA

４．感度、コストに変化は無く、
　　 搭載プローブ数の増大と
　　 カスタム化の傾向
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Ⅲ-２．ユーザが求めるサービス 株式会社ＤＮＡチップ研究所

　１．コスト

　２．感度向上

　３．オンデマンド・コンテンツ

　４．トータルなサービス

　５．データ解析と知識化

　１．コスト

　２．感度向上

　３．オンデマンド・コンテンツ

　４．トータルなサービス

　５．データ解析と知識化
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-３．ﾕｰｻﾞが求めるｻｰﾋﾞｽへの対応１

　１．ＤＮＡチップ研究所と東大、産総研の協力による
　　　ProbeBankの創出：高純度、比較的安価であり、フレキシ
　　　ブルなプローブセットの創出

　２．住友ベークライト（株）製Ｓ-ＢＩＯ基板と日本碍子（株）のイ
　　　ンクジェット方式採用によるAceGene Premiumの開発

　３．東レ（株）製３Ｄ-Gene基板
　　 採用によるYeast Oligo 6K

　　 など高感度でオンデマンド

プロ－ブセット搭載チップ

　１．ＤＮＡチップ研究所と東大、産総研の協力による
　　　ProbeBankの創出：高純度、比較的安価であり、フレキシ
　　　ブルなプローブセットの創出

　２．住友ベークライト（株）製Ｓ-ＢＩＯ基板と日本碍子（株）のイ
　　　ンクジェット方式採用によるAceGene Premiumの開発

　３．東レ（株）製３Ｄ-Gene基板
　　 採用によるYeast Oligo 6K

　　 など高感度でオンデマンド

プロ－ブセット搭載チップ
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Ⅲ-４．ﾕｰｻﾞが求めるｻｰﾋﾞｽへの対応２ 株式会社ＤＮＡチップ研究所株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．受託解析事業の拡大：スピードとコスト

　　　　 ２．正確に、再現性高く、高感度で

１．受託解析事業の拡大：スピードとコスト

　　　　 ２．正確に、再現性高く、高感度で

新規ユーザー、経験豊富なユーザーの

両者に対応

新規ユーザー、経験豊富なユーザーの

両者に対応
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Ⅲ-５．ﾕｰｻﾞが求めるｻｰﾋﾞｽへの対応３ 株式会社ＤＮＡチップ研究所株式会社ＤＮＡチップ研究所

データの解析サービスと知識化

（バイオ・インフォマティクスの充実）

データの解析サービスと知識化

（バイオ・インフォマティクスの充実）

これらを通じて収益構造の改革・改善を図るこれらを通じて収益構造の改革・改善を図る
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Ⅲ-６．社内体制の整備 株式会社ＤＮＡチップ研究所株式会社ＤＮＡチップ研究所

　１．マーケッテイング、営業部門の充実

　２．研究開発部門の充実と体制の変革

　３．受託解析部門の整備と能力向上(自動化を
　　　含む）

　４．バイオ・インフォマティクス部門の充実

　５．各部門間のより強固な協力体制の整備

　１．マーケッテイング、営業部門の充実

　２．研究開発部門の充実と体制の変革

　３．受託解析部門の整備と能力向上(自動化を
　　　含む）

　４．バイオ・インフォマティクス部門の充実

　５．各部門間のより強固な協力体制の整備
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Ⅲ-７．テーラーメイド医療に向かう社会 株式会社ＤＮＡチップ研究所株式会社ＤＮＡチップ研究所
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Ⅲ-８．生活習慣病（糖尿病） 株式会社ＤＮＡチップ研究所株式会社ＤＮＡチップ研究所
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Ⅲ-９．癌 株式会社ＤＮＡチップ研究所

がん患者数は約３００万人

上記の＝以降はいずれもＤＮＡチップの出番
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Ⅲ-１０．DNAチップ研究所の対応 株式会社ＤＮＡチップ研究所株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．癌の予後診断に使用可能なチップを開発、　
　試用開始

２．生活習慣病診断に適する遺伝子コンテンツ
　を数箇所の大学と共同研究

１．癌の予後診断に使用可能なチップを開発、　
　試用開始

２．生活習慣病診断に適する遺伝子コンテンツ
　を数箇所の大学と共同研究

　　　　
実用化の方法論を検討中

　　　　
実用化の方法論を検討中
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Ⅲ-１１．まとめ 株式会社ＤＮＡチップ研究所株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．ＤＮＡチップ技術に関わる開発を進め、ユーザ　
　へのサービスを拡充する

２．ＤＮＡチップを用いて個人化医療等に活用しよ
　うとする研究者と共同作業を進める

３．上記活動に適する社内体制の整備

１．ＤＮＡチップ技術に関わる開発を進め、ユーザ　
　へのサービスを拡充する

２．ＤＮＡチップを用いて個人化医療等に活用しよ
　うとする研究者と共同作業を進める

３．上記活動に適する社内体制の整備



30

Ⅲ-１２．添付１「チップ開発状況」 株式会社ＤＮＡチップ研究所株式会社ＤＮＡチップ研究所

汎用
チップ

ｃＤＮＡチップ

　生物材料から採取（アナ
ログ的）収集したｃＤＮＡ　

　断片をチップ化

オリゴチップ

　人工合成（デジタル的）既
製のオリゴセットを購入し
チップ化

　　　　

　　　　臨床診断分野向けチップ

　　　　受託（テーラーメイド）チップ

　　　　Ｌｕｍｉｎｅｘ用オリゴチップ

　　　　（ﾋﾞｰｽﾞキット）

　　　　　　分　　　　　　　類 　　　　　開発済み製品 　　　今後開発予定製品

▲ ▲
酵母Ｖ1.0 酵母Ｖ2.0

▲ ▲
ヒト白血球 ラット肝臓

▲

ヒトオリゴ30K

on one chip

▲

マウスオリゴ30K

on one chip
▲

3D-Gene 酵母

▲

▲

消化器系癌、
呼吸器系癌

診断チップ
（評価版）

生活習慣病
診断チップ

▲

免疫関連
診断チップ

▲ ▲ ▲

cDNAチップ
設計及び作製

ﾒﾝﾌﾞﾚﾝ
ｱﾚｲ
オリゴチップ
設計及び作製

▲

ｻｲﾄｶｲﾝ/神経・HLA ･細胞研究分野向けﾋﾞｰｽﾞｷｯﾄ（ヒト、ﾏｳｽ、ラット等）

▲

AceGene Premium
Human

▲

パスウェイ解析用
／目的別

▲

抗体チップ

▲
3D-Gene Human、Mouse

汎用
チップ

ｃＤＮＡチップ

　生物材料から採取（アナ
ログ的）収集したｃＤＮＡ　

　断片をチップ化

オリゴチップ

　人工合成（デジタル的）既
製のオリゴセットを購入し
チップ化

　　　　

　　　　臨床診断分野向けチップ

　　　　受託（テーラーメイド）チップ

　　　　Ｌｕｍｉｎｅｘ用オリゴチップ

　　　　（ﾋﾞｰｽﾞキット）

　　　　　　分　　　　　　　類 　　　　　開発済み製品 　　　今後開発予定製品

▲ ▲
酵母Ｖ1.0 酵母Ｖ2.0

▲ ▲
ヒト白血球 ラット肝臓

▲

ヒトオリゴ30K

on one chip

▲

マウスオリゴ30K

on one chip
▲

3D-Gene 酵母

▲

▲

消化器系癌、
呼吸器系癌

診断チップ
（評価版）

生活習慣病
診断チップ

▲

免疫関連
診断チップ

▲ ▲ ▲

cDNAチップ
設計及び作製

ﾒﾝﾌﾞﾚﾝ
ｱﾚｲ
オリゴチップ
設計及び作製

▲

ｻｲﾄｶｲﾝ/神経・HLA ･細胞研究分野向けﾋﾞｰｽﾞｷｯﾄ（ヒト、ﾏｳｽ、ラット等）

▲

AceGene Premium
Human

▲

パスウェイ解析用
／目的別

▲

抗体チップ

▲
3D-Gene Human、Mouse

：Ｈ１８年度開発製品：Ｈ１７年度開発製品
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Ⅲ-１３．添付２「特許戦略」 株式会社ＤＮＡチップ研究所

４０件３０件１９件１５件１３件累積出願件数

１０件１１件４件２件１３件出願件数

H18計画H17H16H15～H14項目

試薬関連
30.0%

チップ作製方法
13.3%診断向けコンテンツ

33.3%

その他
13.3%

次世代チップ
3.3%

バイオインフォマティクス
6.7%

保有特許
　　１件

（注）保有特許のうち１件はＨ１７／上特許期間終了

臨床診断向けコンテンツ特許

ＤＮＡチップ開発のための基礎特許

特許出願計画

ロイヤリティ収益を目
指した戦略特許の取
得へ


